
SDGs 私のアプローチ No.21 

ママたちと一緒に「サステナブル」を考える 
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さまざまなジャンルで活躍されている方々に、広く SDGs にどう取り組んだら

いいか、ヒントを聞くインタビュー企画。今回のゲストは、ファッション&ラ

イフスタイル誌「VERY」の編集長・今尾朝子さんです。 

  

今尾さんは 2007 年に編集長に就任後、世の中のママたちの思いを的確に捉え

て、サステナブルな社会を見据えた、さまざまな企画を打ち出しています。 

今のママたちは、SDGs やサステナブルをどのように捉えて、どんなアクショ

ンを起こしているのか？「サスティナママ」に寄り添う VERY の企画とは？イ

ンタビューを通して、誌面やウェブサイト制作の裏側に迫ります。 

 

今尾朝子氏 

フリーのライターを経て、1998 年に光文社に入社。2007 年に「VERY」編集長に就任。同社において女

性がファッション誌の編集長に就いたのは初めて。出産・育休を経て、現在は子育てをしながら編集長の

仕事を続けている。 

 



「VERY」 

仕事や子育てで忙しくても、家族も自分も大切にして、毎日を楽しみたい女性たちを応援する、ファッシ

ョン&ライフスタイル誌。ファッション、美容、インテリア、料理、教育などへの感度が高いママに向け

てさまざまな情報を、紙媒体、ウェブ、SNS などで発信している。 

 
「子どもの未来のためにできること」は、ずっと変わらない読者
たちの関心ごと 
  

──今尾さんは 2007 年から「VERY」の編集長を務めていらっしゃいます。環

境問題やサステナブルに関して、これまでどのような企画を打ち出してきまし

たか？ 

  

今尾：私が編集長になった当時も今も、読者に取材をすると「ママになった途端

に、子どもの未来のことを考えるようになり、たくさんの社会課題が見えてき

た」という声をとても多く聞きます。こうした読者たちの声を受け、環境問題や

子どもの未来について、読者とともに考える企画や連載を毎月必ず誌面に設ける

ことを意識してきました。 

  



例えば、編集長になって翌年の 2008 年には、「母ゴコロ、エコゴコロ」という巻

頭企画を始めました。この企画では、ママになってから環境のために始めたこと

を著名人にインタビューして、日常生活の中でできるアクションを紹介しまし

た。 

  

また、オーガニックフードが話題になっていた 2011 年には、「ミセスオーガニッ

クさんって誰なんだ!?」という企画も実施。自宅で精米したり、コンポストでたい

肥をつくったり、日常生活の中で環境負荷を減らしたいと行動しているママたち

を取材し、「環境のためにいいことをしましょう」と押し付けるのではなく、自

分らしい心地良い暮らしを読者と一緒に考えるスタンスで展開しました。 

 

 

──まだ SDGs が採択される前、サステナブルという言葉も世間には広まって

いない時代から、環境問題などへのママたちの関心をすくい上げてきたのです

ね。「VERY」はファッション誌でもあるわけですが、ファッションではどの

ようなムーブメントがありましたか？ 

  

今尾：サステナブルという言葉が一般的になるにつれて、ファッションは大量消

費の象徴の一つと捉えられるようになりました。しかし、ファッション業界もサ

ステナブルを意識していろいろな取り組みを始めています。環境負荷の低いリサ



イクル素材を使ったり、製作工程で節水したり、リユースに力を入れたりするア

パレルブランドもどんどん増えてきていますよね。そういった取り組みを読者に

きちんと伝えるべく、「VERY」では、「環境問題に関心があり、無理せず女っぽ

いおしゃれが得意な人」を「サスティナママ」 と名付け、さまざまな企画を打ち

出しました。 

 

例えば、2020 年からスタートした、「サスティナママは知っている いま、イケ

てる FASHION には愛がある！」という巻頭連載では、ママが気負わず着たくな

る、持続可能なおしゃれに取り組むブランドを紹介する企画を打ち出していきま

した。 

  

さらに、2022 年 10 月号から企画をアップデートして「サスティナママと『ビス

ポーク』の素敵な関係」という連載を始めました。ビスポークとは、オーダーメ

ードという意味で、より愛着を持って大事にしたくなる商品を紹介する企画で

す。 

  

──企画をアップデートした背景は何でしょうか？ 

  

今尾：ここ 1、2 年は、ママたちの意識がさらに変化して、「ものを大事にしよ

う」「長く使えるものにお金をかけよう」という意識が広がってきていると感じ

ます。コロナ禍で出かける機会が減った影響でしょうか。短期間で使い捨てする

洋服を 5 着買うなら、値段が少々高くても、長く着られる良い洋服を 1 着買う。

ジュエリーは、ゆくゆくは子どもが引き継げるのが嬉しい、といった感じです。 

  

今尾：他にも、小さい子を持つママ同士で洋服の交換しあうことはよくありま

す。今のママも子どもたちもフリマアプリなどでユーズドには慣れているし、洋

服を大事にする意識が強いようです。昔なら「お下がりなんて嫌」という子は珍

しくなかったですが、今は「大事にしていたお洋服がもらえた」と喜ぶ子もいる

ようで、時代の変化を感じます。良いものを大切に長く使うという時代になって

きたことを踏まえてのアップデートですね。 



 

このように言うと、「安い洋服は良くない」と捉えられてしまうかもしれません

が、それは少し違います。例えば、サイズアウトしてしまい、どうしても長く着

ることが難しい子ども服も、サステナブルな活動に力を入れるファストファッシ

ョンブランドで購入したり、フリマアプリやフリーマーケットで売買したりする

ことが当たり前になってきていると感じます。特に、フリマアプリはブームにな

っていますが、ただ家計の負担が減るだけではなく、「サステナブルなアクショ

ンである」「うまく活用している人はスマートだ」という考え方も広まりつつあ

りますね。 

 

──ものを大切にする暮らしというのは、新しいことではなくて昔からいわれ

ていたことですが、コロナ禍もあってママの意識が急激に変わったのでしょう

か？ 

  

今尾：急激にではなく、時代とともに少しずつ変わってきたんだと思います。さ

らに、近年は子どもたちも学校などで SDGs やサステナブルについて学ぶように

なり、「子どもたちに追いつかなければ」と考えるママも増えてきました。その

他にも、育休中にスキルアップしたいというママや、自宅で過ごす時間が増えた

コロナ禍で、もっと学びたいと考えるようになったママの声も良く聞きます。 

  

「VERY」では、学ぶことに対する意識が高いママたちが増えてきたことを受け

て、「VERY」のウェブサイト内に「VERY Academy」というコーナーを立ち上げ



ました。自宅で簡単にアクセスできる学びの場という位置づけで、ライフスタイ

ルなどの情報を発信しています。 

  

その中で、「VERY」のモデルと一緒にカーボンニュートラルを学ぶ企画も実施し

ました。2021 年 11 月には、「自分の言葉で環境問題を語れるようになろう」を

目標に、「カーボンニュートラルオンライン講座」と「カーボンニュートラル検

定」をスタート。この企画では、Zoom の講座で車選びやファッションと環境問題

について学んだ後、カーボンニュートラル検定を受けていただき、どれくらい理

解が深まったかを確認できるようにしました。子どもに勉強を頑張らせたいママ

たちからは、「自分が学んでいる姿を子どもに見せられた」と好評でした。 

  

さらにこの企画の第 2 弾として 2022 年 11 月には、「カーボンニュートラルアド

ベントカレンダーコンテスト」を実施しました。これは、各家庭でカーボンニュ

ートラルについて親子でできるアクションを一日ずつ考えてもらいながら、アド

ベントカレンダーを作り、完成したアドベントカレンダーの画像と実行したアク

ションを送っていただくというもの。12 月の 1 カ月間、親子で楽しみながら、毎

日一つずつカーボンニュートラルのアクションを実行してもらおうというのが狙

いです。 

VERY 編集部でも、読者の参考になるよう、さまざまなアクションを考えました。 

 



VERY 編集部で考案したカーボンニュートラルに関するアクションの例。 

 



今尾：こちらの企画も、読者からは、「子どもからアクションを提案してくれ

て、家族を巻き込んで楽しく取り組めた」などと、非常に好評でした。環境問題

は、頭でっかちになりがちですが、「一日一つずつできることを積み重ねてい

く」というのが学びやすかったという声もありました。 

 

 

読者への取材を通して、“今のママ”を知る 
  

──お話を伺っていて、ママたちの気持ちをすごく的確に捉えて企画に落とし

込まれていると感じました。企画を立てる際にどんな工夫をされていますか？ 

  

今尾：「VERY」では毎月、時間をかけて読者への取材を行っており、そこで得た

「今のママたちの声」が誌面づくりのベースになっています。取材は、VERY 読者

の他に、編集部員たちが街で直接声をかけて協力してくださるママたちを探し、

話を伺うこともあります。取材する人数にノルマは設けていませんが、ママたち

への取材がベースとなり、編集部員たちは月に合計 200 本ほどの企画を提案しま

す。私自身も取材をしたり編集部員の取材に同席したりして、読者の生の声をお

聞きしています。 

  

ママたちの行動は、災害や事件など、世の中で大きな出来事があれば、昨日まで

買っていた商品を買わなくなるなど、行動も価値観も百八十度変わることだって

あります。今は時代の変化が速いですから、ママたちの意識もどんどん変わって

いくんですよね。また、一口に環境問題やサステナブルと言ってもママによって

考えは異なります。とにかく、いろいろな方に会って話を聞くのは、発見があっ

てすごく面白いんです。「VERY」が嫌いな人に出会ったら「どこが嫌いです

か？」と聞かせていただくのも大事ですし……。日々進化するママたちの考えを

見つめながら常に企画を考えています。 

  

──読者への取材の中で、印象に残っている話はありますか？ 

  

今尾：2020 年１０月号から、「VERY」の表紙に「私たちに、新しい時間割り」

というコピーを使い始めたのですが、これは読者への取材で聞いた話がきっかけ

になっています。コロナ禍では、ありとあらゆるストレスが子育て世代にものし

かかり、読者からはさまざまな苦労話を聞きました。 

 



今尾：しかし、多くの読者が「コロナ禍以前には戻りたくない」と言います。

「これまで、子どもがいても時短勤務くらいしかできないと思っていたけど、リ

モートワークを取り入れてみたら、昼休みに晩ご飯の支度をしたり、買い物に行

けたりして、社会に与えられた時間の枠を変えていけることに気づいた」とおっ

しゃる方もいました。 

この話は、コロナ禍の生活をすごく前向きに捉えられる希望だなと思ったんで

す。そこで、「それぞれの家庭が、それぞれのステージで、自分たちの『時間割

り』をつくっていけばいい」という思いを込めて、このコピーを入れることにし

ました。ちなみに「時間割り」は、子どもの時間割りが日常にあるママたちに、

より自分ごととして捉えてもらえるかなと考えて選んだ言葉です。そのほかにも

例を挙げるとキリがないほど、読者の皆さんに会って聞くお話には、いつもたく

さんの気づきがあります。 

  

また、読者の方に話を聞いていると、ものを長く使うことや環境にやさしいもの

を選ぶことが、当たり前の感覚として受け入れられるようになってきていると感

じます。そのため今の「VERY」では、SDGs やサステナブルを意識した企画を計

画的に打ち出しているというよりは、誌面の随所に SDGs やサステナブルに関す

る言葉や内容が自然と入っている感じになっています。 

  

最近は、これまで連載や特集を積み重ねてきたことで、企業や広告会社が、VERY

読者が SDGs やサステナブルに関心があると気づいてくれることもあって、そこ

から、私たちにお声がけいただき、タイアップ企画などに発展することも増えて

きています。 

 

 

企業も巻き込みながら、読者に寄り添ったコミュニケーションを
考えていきたい 
  

──今後の展望をお聞かせください。 

  

今尾：これからも読者に寄り添ったコミュニケーションを考えていきたいと思っ

ています。例えば、「カーボンニュートラルアドベントカレンダー作り」のよう

なものを学童保育のコンテンツとして提供してみたいですね。これらを実行する

には、企業とのコラボレーションも必要だと考えています。 

  



今尾：「VERY」では現在、月に 1 回「VERY 児童館」というオンラインでママた

ちが集う機会を設けています。これは、コロナ禍で出産し、なかなかママ友がで

きなかったり、相談できる場がなかったりと、たくさんの不安を抱えているママ

たちのために、「VERY」としてできることは何かを考え、生まれたものです。

「VERY 児童館」には VERY で活躍するママモデルさんや、専門的立場の助産師さ

んにも同席してもらい、ママたちからの質問にも答えてもらえるようにしていま

す。最初は編集費、運営費は持ち出しましたが、スポンサーについてもらい、マ

ネタイズしていくビジネスモデルを考えていたので、当初から賛同してくださる

企業を探しました。その結果、今ではコンスタントにスポンサーについていただ

きながら運営することができています。このような仕組みをつくることができた

のも、読者と向き合ってきた私たちが「『VERY 児童館』は絶対に必要だ」と強い

確信を持って、企業に思いを伝えることができたからだと思っています。これか

らも企業とのコラボレーションも含めて、SDGs やサステナブルに関するさまざま

な企画を実現していきたいです。 

  

 


